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１．目的  

近年，コンクリート舗装の適材適所への活用が求められており，特に早期交通開放可能なコンクリート舗装

への注目が高まっている．その中でも汎用的な材料を用いて比較的低コストで施工可能である 1DAY PAVE1)

が大きな注目を集めており，全国各地で施工実績が増えている． 

 一方で，コンクリート舗装版に設置される鉄網や縁部補強筋は，構造設計上は考慮されていないが，通常の

施工には適用されることが多い． 

そこで，本研究では，鉄網や縁部補強筋，およびダウエルバー等の荷重伝達機構を省略したコンクリート舗

装版を当社敷地内の普通自動車向けの駐車場で施工し，施工後 10 カ月程度経った後，FWD（Falling Weight 

Deflectometer）によるたわみ量測定および荷重伝達率を測定し，考察を行った． 

２．施工概要および試験方法 

試験施工は 2014 年 4 月中旬に大阪市内の当社敷地内で実施した．施工区画は，普通自動車向けの駐車場の

一部（幅 4.0×12.0m）で，セメント安定処理路盤を 10cm，その上にコンクリート版を 15cm とし，鉄網や

縁部補強筋，ダウエルバー等の鋼材を配しない構造とした．また，コンクリートの目標性能は，材齢 24 時間

で曲げ強度 3.5N/mm2とし，現場養生で 4.84N/mm2と目標を満足した．なお，標準養生における曲げ強度は，

材齢 7 日で 5.84N/mm2，28 日で 6.90N/mm2，91 日で 7.92N/mm2であった． 

FWD によるたわみ量測定は，施工後約 10 カ月経過した 2015 年 2 月中旬に実施した．当該箇所への駐車頻

度は，さほど多くないためか路面性状も初期と変わらない状況であった．載荷版の位置およびたわみ量のセン

サの方向を図-1，試験状況を写真-1 に示す．図中の〇は載荷版，線はセンサの配置方向を示している．載荷版

の位置は，版中央部，横中央縁部，目地部および隅角部とし，載荷重は 49kN および 98kN とした．なお，試

験時刻は午前 10 時～11 時半ごろで，版内に設置していた熱電対の測定結果から，平均温度は 5.4～7.9℃，温

度勾配は 0.04～0.20℃/cm であったことを確認している． 
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図-１ 測定位置               写真-１ 試験状況 
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３．試験結果 

（１）各位置におけるたわみ量  

図-2 に各位置に 49kN 荷重を載荷したときのたわ

み量を，図-3 に 98kN の場合のたわみ量を示す．グ

ラフ中に示されているたわみ量は，4 回の載荷のうち

1 回目を除いて平均化したものである． 

49kN 載荷時に比べ 98kN 載荷時のたわみ量は大

きいが，全体的な傾向は同じとなった．中央部に載

荷したものは，ほぼ同じたわみ量となった．また，

目地部に載荷したものは横中央縁部とほぼ同じたわ

み量となった．隅角部へ載荷したものは，⑧⑨のた

わみ量は同じになったが，⑩は隣接する版がないた

め，たわみ量は大きくなった． 

（２）荷重伝達率 

目地部のおよび隅角部における荷重伝達率を図-4

に示す．隅角部の荷重伝達率は，載荷版から-30cm

の位置のたわみ量を用いて算出した．その結果，④

以外は荷重伝達率が 80％以上となった．④⑤の箇所

の目地は施工後数日でひび割れが全断面貫通してい

ることを確認しているが，④の荷重伝達率は低く，

反対側から載荷した⑤の荷重伝達率は 85%以上とな

った． 

４．考察  

 載荷重 49kN および 98kN における各位置に載荷

した場合の D0～D200 までのたわみ量の傾向は，版

中央部②①＜横目地部④⑤⑥⑦＜横中央縁部③＜隅

角部⑧⑨＜隅角部⑩となった．これは，隣接版との

骨材かみ合わせ効果や，載荷位置（中央＜隅角部）

の影響によるものと考えられる． 

 また，荷重伝達率は，目地部⑤⑥⑦≒隅角部⑧⑨

となった．これは，隣接する版との骨材かみ合わせ

効果の他に，セメント安定処理路盤の剛性が寄与しているものと考えられる． 

以上，得られた試験範囲内では，1DAY PAVE を普通自動車用の駐車場程度に適用する場合は，特に鉄網や

縁部補強筋，ダウエルバー等を設置することなく，セメント安定処理路盤を採用して路盤剛性に頼る構造とす

ることが合理的と考える．また，駐車頻度が高いような場所においては，構造的耐久性を保持するため，路盤

剛性を大きくすることに加え，エロージョン対策や排水を考慮すべきと考える 2）． 
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図-2 各位置におけるたわみ量（49kN） 
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図-3 各位置におけるたわみ量（98kN） 
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図-4 荷重伝達率 
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